
京都府立医科大学・医学（系）研究科（研究院）・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４３０３

基盤研究(C)（一般）

2022～2019

病院ビッグデータ活用による費用対効果に優れた感染対策新規指標の作成及び実証

Creation and demonstration of new cost-effective infection control indicators by
 utilizing hospital big data

２０５６８２３２研究者番号：

貫井　陽子（Nukui, Yoko）

研究期間：

１９Ｋ１０５５４

年 月 日現在  ５   ６ １５

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：　薬剤耐性菌は全世界的な脅威である。本研究はビッグデータを活用し、大学病院に
おける薬剤耐性アクションプラン達成の取り組みを解析した。結果、耐性率の目標4項目を達成し、経口第三世
代セフェム使用量は90%削減も減少した。抗菌薬適正使用の推進により、年間3000万円の抗菌薬購入量も削減で
きた。
　加えて、研究期間中に発生した新型コロナウイルス感染症についても解析を行った。入院時PCRスクリーニン
グ検査や疑い症例への隔離基準などの新しい感染対策指標を構築し、クラスター低減や余剰医療費削減を可能に
した。ビッグデータの活用はパンデミック時においても費用対効果に優れた感染対策を可能にした。

研究成果の概要（英文）：　Antimicrobial-resistant (AMR) bacteria are a global threat. This study　
utilized big data to analyze efforts to achieve the AMR Action Plan at a university hospital. As a 
result, four targets for resistance rates were achieved, and the use of oral third generation 
cephalosporins was reduced by as much as 90%. The promotion of appropriate use of antimicrobial 
agents also reduced the annual purchase of antimicrobial agents by 30 million yen.
　In addition, analyses were conducted on new COVID-19 pandemic that occurred during the study 
period. New infection control indicators, such as PCR screening tests upon admission and isolation 
criteria for suspected cases, were developed, enabling reduction of in-hospital cluster and excess 
medical costs. The use of big data enabled cost-effective infection control measures even during a 
pandemic period.

研究分野：感染症内科学・感染制御学・新興再興感染症・リスク管理

キーワード： 薬剤耐性菌　ビッグデータ　新型コロナウイルス感染症　抗菌薬適正使用

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　病院ビッグデータを活用することにより、未曽有のCOVID-19パンデミック禍で時間的・人的リソースが限られ
た状況下においても薬剤耐性菌及びCOVID-19対策の有効性に関する解析・実証が可能なことが明らかとなった。
今後の更なる新興・再興感染症対応にとって、重要な基盤研究となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
薬剤耐性(AMR)菌の院内伝播いわゆる「院内感染」は，日本のみならず、全世界的に重要な課
題である。ひとたびアウトブレイクが生じた際には、適切な個人防護具の着用・接触予防策の開
始・個室隔離・環境培養調査・遺伝子解析・保菌調査・広範囲の環境消毒・新規入院の停止など
様々な対策をバンドル（束）化して迅速に進めていく必要がある。米国では、それらの感染対策
にかかる費用は年間約 100 億ドル、デンマークでは年間 2.7 億ユーロと推定されており、国家
レベルで感染制御に取り組むシステムが構築されている。(Curr Opin Infect Dis. 2002; 
15(6):565-8) 一方、日本では現在診療報酬により、十分な感染制御チーム活動（院内ラウンド、
マニュアル作成、職員教育など）が行われている病院については入院初日に一患者あたり、感染
防止対策及び地域連携加算として 500 点及び今年度より新設された抗菌薬適正使用支援加算
100点の算定が可能となっており、753床を有する当院では年間約 1. 1億円を取得している。国
内ではこれらの加算をもとに各施設で様々な感染対策が進められているが、感染対策に関する
全国レベルでの医療経済的解析は諸外国と比較すると不十分である。 (J Hosp Infect 
2017;96(4):371-376, 日本内科学会雑誌 2006年 95巻 9号:108-110) 
   また AMR対策の一環として、2016年に厚生労働省よりアクションプランが発表され、その
根幹となるのが抗菌薬適正使用である。アクションプランの中で、2013 年と比し 2020 年まで
に静注用抗菌薬使用量 20%、経口抗菌薬使用量 50%削減が目標として掲げられている。抗菌薬
適正使用の成果を判定するプロセス指標として、抗菌薬使用量や用法用量の処方パターン、抗菌
薬開始前の培養採取率、推奨ガイドライン遵守率などが、またアウトカム指標として耐性菌発生
率、副作用発生率、死亡率、入院期間、感染症再発率などが現在用いられているが、いずれも抗
菌薬適正使用の全容を十分に表しているものではなく、医療経済的視点も加味したあらたな指
標の作成も今後重要になると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、当院における患者医療データ(MEDI-ARROWS)及び、感染制御データマイニン
グシステムなどから抽出したビッグデータを利用し、各種薬剤耐性菌及び院内感染症のリスク
因子解析・医療経済的解析を行う。また研究期間内に発生した新型コロナウイルス感染症のパン
デミックについても新たな研究対象とし、費用対効果に優れた新規感染対策指標の作成及び実
証を研究の最終目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 感染対策支援システム・データマイニングシステムを利用し、各種耐性菌並びに、病院内感
染症のリスク因子解析を行う。 
 
(2) 耐性菌検出者、抗菌薬使用患者などの特定の患者を対象として、DPC データである様式 1フ
ァイルや EF ファイルを抽出する。これらのビッグデータを基に、費用対効果に優れた新たな感
染対策指標の作成を行う。 
 
(3) 上記により明らかとなった感染対策新規指標や感染対策の優先度の高い項目について、費
用対効果の算出を行う。 
 
４．研究成果 
 
本研究はビッグデータを活用した大学病院における AMR アクションプラン達成のための
PDCA(Plan-Do-Act-Check)活動を中心に解析を行った。解析の結果、薬剤耐性率の目標 5項目の
内 4 項目（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌、ペニシリン耐性肺炎球菌、カルバぺネム耐性緑膿
菌、カルバぺネム耐性大腸菌分離率）のアクションプランを達成した。また抗菌薬について周術
期抗菌薬投与状況を中心に診療科と連携し改善策を実行し、経口第三世代セフェム使用量の 90%
削減を達成した。また抗菌薬適正使用支援の推進により、広域抗菌薬投与前の培養実施率の向上
や血液培養複数セット採取率の向上及びコンタミネーション率の低減など、医療の質の向上に
も大きく寄与した。また医療経済解析では抗菌薬適正使用の推進に伴い、年間 3,000 万円程度の
抗菌薬購入量削減を達成した。 加えて、研究実施中に新たに発生した新型コロナウイルス感染
症についても解析を行った。入院時 PCR スクリーニング検査や疑い症例への隔離基準などの新
しい感染対策指標を新たに構築し院内クラスター低減や余剰医療費削減を可能にした。我々の
解析により 2年間の入院前 PCR スクリーニング検査費用と一病棟においてクラスターが発生し、
新規入院を計 1 か月停止させた際の余剰医療費が同等であることが判明した。このようにビッ



グデータを活用することで、パンデミック時においても費用対効果に優れた感染対策を実行可
能であることが実証された。 
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